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発達障害のある学生を対象とする大学での個別支援授業 
―スケジュール管理が苦手な ASD のある学生の行動改善に及ぼす 
個別支援と自己記録の効果―  
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1. 問題の所在  
 
















生である（吉永 , 2010 : 石井・篠田 , 2014) が、ASD の人の多くは、「職業能力」そのものより
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今村・小脇 , 2017）。  
 











 個別支援授業は、週 1 回 90 分授業を 15 コマ設定で実施し、専門知識を持っている教員や
スタッフが指導に当たり、単位化されている。授業という定期的な枠組みであるため、学生、
支援者双方にとって先を見通しながら関わることが可能となる（高瀬・今村・奥村・小脇・松
久 , 2016）。ASD の人について、「100 人いれば 100 通りの自閉症がある」と言われることが多





1－3  ASD の特性とスケジュールとの関連  
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つ ASD 等の発達障害のある人にとっては、何らかの補助手段や方略が必要である。森田  (2015)
の報告は、スケジュール管理、時間の見積もりや予定の調整の難しさなどの問題行動を示した
発達障害のある学生に対して、トークンエコノミーや SST などの行動療法的アプローチを用



















きを行うことで対象者が自身の行動に注意を向けることから (Alberto & Troutman, 1999 ; 佐
高瀬智恵・松久眞実・今村佐智子／発達障害のある学生を対象とする大学での個別支援授業 
pp. 27-41 














3. 方法  
 
3－1 対象者  









り、自分自身の問題点を客観的に捉えることが苦手という特徴がある。また、All or Nothing 
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3－2 標的行動  
時間を守って行動することを目標に、まずは授業に遅刻をせずに出席できるようにすること
を標的行動と考えた。そのために、標的行動１「教室到着と同時に OK サインを送り、到着時





3－3  実施場面・回数  













4－1 ベースライン期（2 年：4 月）  





































OK サインを送ることが習慣化していった。6 月下旬からは、催促しなくても OK サインを送  
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信率は、5 月 31.6％、6 月 60％、7 月 55％であった。  
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いことが窺われた。定時までの出席率は、4 月 66.7％、5 月 90％、6 月 81％、7 月 75％であ
り、その日 初の授業に遅刻することがほとんどない状態を保って前期を終えることができた。 
 
4－4 標的行動 3：5 分前に教室に着く（2 年次後期）  
 前期、遅刻は減らすことができたが、どの授業も毎回開始時刻ぎりぎりの教室到着であった。
当初は、突然のハプニングに対応できるように定刻よりも早めに教室に行くように勧めても、
開始時刻が 9 時の場合、9 時だけが印象に残り、不測の事態に備えてそれより前にという発想  
が持てないようであった。遅れてしまうと途中で教室に入っていくことに抵抗がある本人の実
態に即して、余裕のある時間的見積もりの必要性を説明し、後期はその日 初の授業だけでは
なく、どの授業も 5 分前教室到着を標的行動として自分で記録をするようにした（表 1）。図 3
は、週 11 科目受講中、5 分前に教室到着できた授業について週ごとの割合を表している。
初の 4 週目までの 5 分前到着の割合は、0％、18％、27％、0％で平均 11.3％であったが、そ
の後、5 分前到着が増加傾向となり、第 9 週は 80％であった。その頃、身内のご不幸の為一時
帰省をしたことなどの影響で低下が見られた。その後、冬休みの帰省や課題に追われる期末期
が続いたため低下した状況が継続したが、20％を下回ることはなかった。第 5 週から第 15 週
までの平均は、40.7％であった  
 




























1 体育科教育法 ○○ ○○ ⽣徒全員が積極的に授業に参加するには、集団の⼒が必要。
略案の訂正
１⽉３１⽇まで 〇 〇

















○○ ○○ 戦争を乗り越えてきた道徳だからこそ、これからの道徳にはそのようなことを取り⼊れていかなければいけないのかもしれない。 なし





〇⽉〇⽇ 水 1 個別支援授業 ○○ ○○ ⼈と話をするときは、相⼿の⽬をしっかり⾒て、⾯倒でも途中で途切れ途切れにならないようにする。
後期授業表・出⽋表・出納簿
来週まで
2 現代経済理解 ○○ ○○
漫画やドラマにも経済をテーマにしたものがあって、銀⾏ではどんな仕事
をしているのか、どんな不祥事が起こるのかなどを学ぶことができる。 なし






















曜⽇ 校時 科 ⽬ 担当者 授　業　内　容 課題・レポート・テスト
（内容やテーマ・締め切り）
確認
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5. 考察  
  




























































6. 今後の課題  
 本研究の事例では、自己記録によって、遅刻や課題提出に関わる行動改善への効果を示すこ
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Individual Support Classes for College Students with Developmental 
Disabilities: 
The Effect of Individual Support and Self-Recording  
on Behavioral Improvement for the students with Difficulties  
with Schedule Management 
 
TAKASE Chie, MATSUHISA Manami and IMAMURA Sachiko 
  
Many students with developmental disorders have difficulties with schedule management. This 
study considers effective assistance for improving schedule management in individual support 
classes for students with developmental disabilities. To this end, behavioral improvement through 
self-recording was implemented. Frequently tardy student was urged to be on time through a step-
by-step goal: "record the time of arrival to the classroom," "attend the class without being late," 
and "arrive at the classroom 5 minutes early." The student and support staff would reflect on the 
results of the self-recording. The result was a reduction in tardiness and absences, from an average 
of 33.3% in April to 14.8% in May. It was shown that an improvement in conduct was achieved 
by utilizing self-recording and reflecting on recording. 
 
 
 
 
